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杉
の
美
林
、
撫
の
原
生
林
に
お
お
わ
れ
見
渡
す
か
ぎ
り
の

青
々
と
し
た
霊
峰
に
概
し
て
鳴
い
て
い
る
時
鳥
。

そ
の
鳴
き
声
は
「
て
つ
ぺ
ん
か
け
た
か
」
「
特
許
許
可
局
」

と
、
さ
ま
ざ
ま
に
聞
き
微
さ
れ
て
い
る
。

時
鳥
の
独
壇
場
の
一
山
を
、
作
者
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
し

い
ま
と
と
言
い
切
っ
た
。

こ
の
句
の
眼
目
で
あ
る
「
ほ
し
い
ま
と
を
得
る
ま
で
に

久
女
は
、
幾
度
も
英
彦
山
を
訪
れ
た
と
い
う
。

改
め
て
下
五
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
一
句
で
あ
る
。

『
杉
田
久
女
句
集
』
所
収
。
「
英
彦
山
六
句
」
。（

林
陽
子
）

六
月
の
句

概
し
て
山
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
し
い
ま
シ

杉
田
久
女



万
象

平
成
三
十
年

六
月
号

BANSYO

く
も

お
う
い
雲
よ

ゆ
う
ゆ
う
と

ぱ
か
（
そ
う
じ
ゃ
）

馬
鹿
に
の
ん
き
さ
う
ぢ
や
な
い
か

ど
こ
ま
で
ゆ
く
ん
だ

い
わ
き
た
い
ら
ほ
う

ず
っ
と
岩
城
平
の
方
ま
で
ゆ
く
ん
か

や
ま
む
ら
ぽ
ち
よ
う

山
村
暮
烏
「
雲
」



万象 平成30年6月号
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｜
小
林
愛
子
句
集
『
辻
楽
師
』
自
選
句
鑑
賞
⑮
’

内
海
良
太
句
集
『
青
嶺
』
自
選
句
鑑
賞
⑮
’

同
人
作
品
の
佳
句
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・

桜
花
燗
漫
の
浅
草
で
第
十
五
回
「
万
象
」
同
人
会
総
会
開
催

続
・
万
象
と
共
に
⑱
浅
草
界
隈
か
ら
三
筋
町
界
隈
ま
で

名
誉
主
宰
作
品
水
ぬ
る
む

主
宰
作
品
松
の
花

｜
同
人
特
別
作
品
一
州
ホ
Ⅷ
シ
恥
伽
一
慰
前
冊

風
音
集

同
人
作
品

白
菖
蒲
に
囲
ま
れ
昼
を
眠
り
た
る
・

あ
や
と
り
の
橋
伸
び
き
っ
て
春
の
昼

う
り
ず
ん
や
み
や
ら
び
句
碑
と
小
半
日

オ
ー
デ
コ
ロ
ン
黒
人
姉
妹
歌
ひ
出
す
．

内
海
良
太
選

内
海
良
太

増
田
幸
子

井
村
和
子

疋
田
華
子

前
田
貴
美
子

大
湾
宗
弘

内
海
良
太
９

西
本
才
子

玉
田
瑞
穂

大
坪
景
章
４

内
海
良
太
５

小
林
愛
子
他
６4141 4040 3938 34 33 10
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万
象
作
品
の
佳
句
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
飛
高
隆
夫

選
者
の
は
な
し
⑳
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
：
．
・
・
・
・
三
屋
英
俊

芳
子
先
生
を
偲
ん
で
「
季
節
風
」
春
の
花
吟
行
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
藤
原
千
代
子

同
閃
闇
隔
凹
同
人
会
会
長
に
就
任
し
て
・
・
・
④
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
柳
澤
宗
正

珈
琲
タ
イ
ム
⑰
・
・
・
・
・
・
・
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
“
・
・
・
・
・

「
万
象
」
中
央
句
会
報
（
三
月
）
「
万
象
」
同
人
句
会
報
（
三
月
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
‐
・

万
象
基
金
の
ご
報
告
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
．
‐
・
・
・
・
・
“
・
・
・
・
・
：
・

東
西
南
北
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
表
紙
イ
ラ
ス
ト
〉
永
井
も
り
い
ち
〈
カ
ッ
ト
〉
片
桐
帆
一

特
別
作
品
評
（
四
月
号
）
・
・
・
・
・
・
・
、
、
、
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
水
野
加
代

同
人
作
品
評
（
四
月
号
）
．
：
．
．
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
広
瀬
俊
雄

万
象
招
待
席
Ⅷ
蜴
出
づ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
阿
部
澄

午
・
・
・
・
・
‘
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
佐
藤
嘉
洋

万
象
ノ
オ
ト
「
時
計
」
・
・
・
・
・
竹
重
富
子
、
阿
部
よ
り
子
、
佐
藤
正
美
、
岡
村
純
子
、
奥
山
ひ
ろ
子
、
高
田
み
や
子

私
の
一
冊
岸
本
葉
子
著
「
俳
句
で
夜
遊
び
、
は
じ
め
ま
し
た
』
・
・
・
・
。
卯
辰
美
苗

郷
土
の
俳
人
⑮
俳
人
木
村
三
男
ロ
剛
幽
・
・
・
・
“
・
・
・
・
・
・
・
、
・
・
亀
田
や
す
子

俳
書
探
訪
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
古
川
京
子

蕪
村
処
々
⑮
山
嶬
の
あ
か
ら
さ
ま
な
り
白
牡
丹
蕪
村
（
新
花
摘
）
§
・
“
・
・
・
福
田
雅
子

巻
頭
作
家
（
五
月
号
）
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
桔
梗
純
（
町
田
）
・
・
・
・
・
・
・
・
．
山
本
右
近

禧
剛
猫
那
脆
叶
脚
叩

飛
高
隆
夫
選

5453525150484746 44 437877767575747371 55



砲
兵

看
護
士

永
き
日
の
ゼ
リ
ー
は
喉
を
な
め
ら
か
に

水
ぬ
る
む
お
向
ひ
さ
ん

同
室
の
人
の
携
帯
で
桜
を
見
る

満
開
の
桜
に

し
ろ
す
ぎ
る
今
年
の
花
の
気
弱
か
な

水
ぬ
る
む

の
の

歌爪
き
り
く
れ
し
若
葉
風

に 見
惚

手
拍
子
夕
桜

る

｝
」

の

の

親
切
さ

大
坪

年
も

呈
皐

（
名
誉
主
宰
）章

－4－



三
澤
い
つ
子
さ
ん
逝
く

喪
服
着
て

白
粥
の
梅
干
に
じ
む
朝
ざ
く
ら

利 古
文
書
の
祝
儀
の
次
第
松
の
花

花
屑
を
つ
け
丸
善
に
立
読
み
す

五
六
戸
に
充
た
ざ
る
峡
の
大
桜

ペ
ン
キ
塗
る
屋
根
の
男
に
黄
沙
降
る

根
堤
草
萌
の
色
定
ま
り
ぬ

松
の
花

湘
南
の
春
ま
ぶ
し
め
り

内
海
良
太
（
主
宰
）

－5－



風
音
集

大
伴
家
持
の
歌
「
わ
が
宿
の
い
き
さ
群
竹
吹

く
副
の
劃
の
か
そ
け
き
こ
の
夕
か
も
」
巻
十

九
・
四
二
九
二
か
ら
「
風
」
と
「
音
」
を

選
び
「
風
音
集
」
と
し
ま
し
た
。
「
ふ
う
い

ん
」
と
お
読
み
下
さ
い
。

露 鰊.;､I

bI._､會』

食
ひ
足
り
し
猫
か
げ
ろ
ふ
に
消
え
ゆ
け
り

本
棚
に
紛
る
る
悪

新
築
に
ガ
ラ
ス
の
入
り
て
雪
催

朧
夜
の
仮
名

お
お
か
み
の
兜
太
は
在
ら
ず
別
れ
霜

一
一

月
尽
白
布
で
墓
を
拭
ひ
つ
つ

別
れ
霜聿

日

き
華
と
も
み
み
ず
と
も

聿
日

春 小
林
愛
子

一

番

（
副
主
宰
）

－6－



水
甕
の
空
ひ
と
ひ
ら
の
緋
梅
か
な

手
か
ざ
す
や
た
ち
ま
ち
散
れ
る
目
高
の
子

緑
蔭
に
北
ベ
ト
ナ
ム
の
機
関
砲

越
南
の
青
田
に
沈
む
葉
笠
か
な

竜
天
に
夜
の
ハ
ノ
イ
の
湖
五
彩

木
の
芽
晴
れ
革
の
匂
ひ
の
花
川
戸

二
月
尽
爆
弾
低
気
圧
も
来
て

雛
の
夜
の
満
月
少
し
色
づ
き
て

黄
花
一
花
咲
き
初
め
て
よ
り
春
一
気

新
聞
に
友
の
計
報
や
朝
ざ
く
ら

若
山
牧
水
曰
く

こ
と
さ
ら
に
湯
ケ
島
の
湯
の
山
桜

読
み
を
れ
ば
春
蚊
ま
つ
は
る
や
は
ら
か
に

木
の
芽
晴
れ

春
の
蚊

飛
高
隆
夫
蜷
の
道

江
見
悦
子
（
續
集
人
）

（
万
象
作
品
選
者

表
札
は
故
人
の
ま
ま
や
冴
返
る

五
軒
目
の
店
頭
に
あ
り
蕗
の
た
う

室
の
芋
掘
り
出
し
て
ゐ
る
雨
水
か
な

檸
樹
皮
剥
落
止
ま
ず
兜
太
逝
く

筆
の
花
そ
ぼ
降
る
雨
に
震
へ
を
り

ゆ
く
水
の
ゆ
る
ゆ
る
透
け
て
蜷
の
道

雲
雀
が
原
原
田
し
ず
え（顧問
）

悼
む
金
子
兜
太
師

兜
太
逝
く
帯
戸
の
奥
の
春
の
闇

わ
が
墓
と
な
る
石
に
く
る
春
の
鴫

蔵
町
の
そ
ら
高
々
と
烏
帰
る

あ
わ

鯉
の
息
沫
と
な
り
た
る
獺
祭

春
禽
や
山
の
子
の
み
な
丸
坊
主

母
あ
ら
ば
雲
雀
が
原
へ
連
れ
出
さ
ん

柳
澤
宗
正

（
同
人
会
会
長
）

－7－



三
輪
山
に
夕
日
か
く
る
る
雨
水
か
な

竜
天
に
昇
り
兜
太
も
逝
き
に
け
り

三
月
や
太
き
日
矢
さ
す
甲
斐
の
国

菜
の
花
の
畦
つ
た
ひ
ゆ
く
母
の
家

田
上
さ
き
子
さ
ん
と
は
久
し
ぶ
り
な
り

な
つ
か
し
き
声
の
電
話
や
日
の
永
き

老
い
て
な
ほ
い
の
ち
と
た
の
む
花
見
酒

漣
痕
の
裾
ひ
た
ひ
た
と
春
の
潮

噌
り
の
中
の
朝
鮮
女
墓

梅
咲
い
て
浜
に
ま
ん
ば
う
揚
が
る
こ
ろ

写
経
会
の
大
皿
に
盛
る
花
菜
漬

鷹
鳩
と
化
し
て
葬
送
の
空
を
舞
ふ

闘
鶏
の
あ
と
の
酒
盛
り
火
を
囲
む

菜
の
花

春
の
潮

福
島
せ
い
ぎ
（
顧
問
）

山
田
春
生
（
顧
問
）

雛
ら
し
き
鳰
の
浮
巣
に
動
く
も
の

咲
き
な
が
ら
紅
梅
赤
き
瑞
枝
立
て

う
け
ら
焚
く
煙
流
る
る
薄
紅
梅

雛
ま
つ
り
嵐
の
あ
と
の
よ
き
日
和

小
蟻
ひ
と
つ
つ
れ
て
戻
り
し
花
見
か
な

さ
き
が
け
て
野
蒜
の
育
つ
雨
の
あ
と

次
の
二
名
に
決
ま
り
ま
し
た
。

鳰
の
浮
巣

第
十
六
回
「
万
象
」
新
人
賞
（
平
成
二
十
九
年
度
）
が

南
雲
秀
子

大
久
保

「
万
象
」
新
人
賞
速
報

進

万
象
俳
句

へ

川
崎
一

（
所
沢
）

内
藤
恵
子

今
云 （

顧
問
）

－8－



続・万象と共に⑱

浅草界隈から三筋町界隈まで

内海良太

第
巧
回
「
万
象
」
同
人
会
総
会
が
、
４
月
２
日
、
東
京
浅
草
の
台
東
区
民
会
館
で
開
か
れ
た
。

今
年
は
役
員
の
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
福
島
せ
い
ぎ
会
長
と
内
藤
恵
子
幹
事
長
の
お
二
人
が
交
代
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
長
年
同
人
会
の
発
展
と
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
新
し
く
同
人
会
会
長
に
な
ら
れ
た
柳
澤
宗
正
体
制
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
「
万
象
」
へ
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
（
詳
細
な
記
事
は
鍵
ペ
ー
ジ
）

桜
は
や
や
盛
り
を
過
ぎ
て
い
た
が
、
浅
草
寺
境
内
は
朝
か
ら
相
変
わ
ら
ず
の
人
出
だ
っ
た
。
吟
行
の
時
間

は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
浅
草
寺
界
隈
に
は
江
戸
時
代
か
ら
の
聖
天
町
だ
の
花
川
戸
だ
の
馬
道

通
り
だ
の
と
名
を
見
た
だ
け
で
作
句
意
欲
が
か
き
た
て
ら
れ
た
。

聖
天
の
壇
に
積
み
上
ぐ
春
大
根
広
瀬
俊
雄

木
の
芽
晴
れ
革
の
匂
ひ
の
花
川
戸
江
見
悦
子

大
根
炊
き
で
有
名
な
待
乳
山
聖
天
に
は
奉
納
の
春
大
根
が
山
と
積
ま
れ
て
い
た
し
、
問
屋
の
ひ
し
め
く
花

川
戸
で
は
朝
早
く
か
ら
靴
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
革
製
品
の
店
が
あ
い
て
い
た
。

全
て
の
行
事
が
終
わ
っ
て
も
ま
だ
春
の
日
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
有
志
の
皆
さ
ん
は
浅
草
界
隈
の
思
い
思

い
の
と
こ
ろ
へ
急
い
だ
。
私
は
浅
草
寺
境
内
の
瓜
生
岩
子
像
を
拝
し
て
帰
る
こ
と
に
し
た
。
丸
く
座
っ
た
お

ば
あ
さ
ん
の
像
に
最
敬
礼
す
る
変
な
オ
ジ
サ
ン
を
周
り
の
人
た
ち
は
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
た
。
瓜
生
岩
子

は
生
涯
を
慈
善
事
業
に
捧
げ
た
人
、
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
も
称
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
の
「
八
重
の
桜
」

の
同
郷
の
新
島
八
重
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
だ
っ
た
。

薄
暗
く
な
っ
て
き
た
が
浅
草
三
筋
町
界
隈
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。
斎
藤
茂
吉
の
あ
の
自
伝
的
随
想
「
三
筋

町
界
隈
」
の
と
こ
ろ
で
、
三
筋
町
保
育
園
に
建
つ
茂
吉
の
歌
碑
〈
浅
草
の
三
筋
町
な
る
お
も
ひ
で
も
う
た
か

た
の
如
や
光
の
如
や
〉
を
見
た
。
こ
こ
は
茂
吉
の
義
父
斎
藤
紀
一
の
病
院
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
上
山
か
ら

上
京
し
た
茂
吉
が
四
、
五
年
住
ん
だ
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

静
岡
の
曽
根
満
さ
ん
は
言
間
橋
を
渡
っ
て
、
墨
堤
の
富
田
木
歩
の
故
地
を
訪
れ
た
。
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札
幌
松
原
智
津
子

多
喜
二
の
忌
身
に
覚
え
な
き
膝
の
穂

八
十
路
半
ば
終
の
想
ひ
の
雛
飾
る

蔵
座
敷
雛
に
向
ひ
て
蕎
麦
畷
る

ア
ネ
モ
ネ
や
捷
毛
の
長
き
子
の
寝
顔

春
兆
す
空
は
蒼
よ
り
水
浅
葱

札
幌
岡
本
敬
子

旗
立
て
て
雑
兵
ば
か
り
雪
合
戦

は
や
ぶ
さ
の
狩
の
跡
な
る
羽
根
散
ら
ば
る

井
上
ひ
さ
し
戯
曲

厚
綴
ぢ
の
ひ
さ
し
の
戯
曲
春
の
雷

手
毬
麩
の
色
の
明
る
き
名
ご
り
雪

海
満
つ
る
な
し
て
ふ
筬
言
雪
解
川

札
幌
渡
谷
和
代

ボ
ル
シ
チ
の
ピ
ー
ッ
の
赤
さ
冴
え
返
る

春
寒
し
ビ
ス
ク
ド
ー
ル
の
槌
せ
し
チ
ュ
チ
ュ

水
音
は
六
花
を
解
く
雫
か
な

落
日
の
薄
く
れ
な
ゐ
の
余
寒
か
な

軒
下
を
穿
っ
氷
柱
の
七
光
り

札
幌
大
内
和
憲

春
潮
に
洗
は
る
砂
鉄
を
ち
こ
ち
に
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う
し
齪
歯
削
る
ド
リ
ル
に
火
花
春
の
雷

地
の
力
踵
に
溜
め
て
耕
せ
り

屯
田
兵
の
欠
け
し
湯
呑
や
東
返
る

法
華
経
の
写
経
に
力
春
隣

札
幌
紅
露
恵
子

人
形
の
白
き
面
輪
に
春
の
色

啓
蟄
や
光
は
雪
を
突
き
ぬ
け
て

は
じ
ま
り
は
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
り
春
の
雪

風
止
む
に
春
の
怒
瀞
の
何
処
よ
り

集
ま
り
し
馬
の
鼻
先
草
萌
ゆ
る

札
幌
玉
田
瑞
穂

馬
柵
の
径
行
き
惑
は
せ
る
雪
解
鶴

落
ち
羽
根
の
流
れ
て
ゆ
く
や
雪
解
川

遠
雪
崩
そ
れ
き
り
聞
か
ず
夜
に
入
る

風
荒
ぶ
枯
山
越
し
に
海
光
る

利
尻
富
士
島
磐
石
の
極
て
の
な
か

札
幌
大
内
マ
キ
子

雪
吊
の
解
か
れ
し
木
々
の
素
直
な
り

残
雪
や
樹
間
に
錆
び
し
兎
罠

握
手
の
手
少
し
濡
れ
を
り
卒
業
子

木
々
移
る
鳥
春
光
を
は
じ
き
た
り

早
春
の
日
の
束
と
な
り
雀
翔
ぶ

江
別
佐
藤
哲

野
ざ
ら
し
の
機
関
車
冬
の
匂
ひ
し
て

い
ぐ
さ
無
き
日
本
の
空
山
ね
む
る

サ
ハ
リ
ン
の
氷
を
分
か
つ
砕
氷
船

鰊
群
来
浜
は
白
子
で
に
ご
り
け
り

庭
の
木
々
我
慢
が
ま
ん
と
冴
返
る

苫
小
牧
林
陽
子

さ
み
ど
り
に
雪
よ
り
生
れ
し
蕗
の
た
う

今
日
こ
そ
は
仕
舞
の
雪
と
言
ひ
て
掻
く

剪
定
の
女
小
ま
め
に
大
胆
に

そ
れ
ぞ
れ
に
湖
引
き
ず
り
て
帰
る
雁

や
は
ら
か
き
風
の
行
く
先
榛
の
花

苫
小
牧
落
合
裕
子

二
月
尽
郵
便
受
け
に
三
月
号

真
向
い
て
眼
の
痛
し
春
吹
雪

小
糠
雨
木
蔭
に
あ
か
き
鴬
の
喉

雪
代
の
さ
ざ
波
光
り
て
は
流
る

松
葉
縫
ふ
声
も
小
さ
き
松
亀
鳥
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○
ま
た
白
く
な
り
し
月
山
花
の
上

上
山
森

○
野
火
消
し
て
野
火
の
匂
ひ
の
父
帰
る

萱
屋
根
に
煤
の
匂
ひ
す
大
氷
柱

手
負
堆
子
尾
羽
落
し
て
翔
ゆ
け
り

残
る
雪
孕
み
兎
の
尿
の
跡

美
容
室
の
鏡
に
白
寿
春
う
ら
ら

海
青
し
白
き
帯
な
し
鰊
群
来

波
静
か
浜
へ
一
筋
鰊
群
来

雪
解
け
の
土
の
匂
ひ
や
石
狩
野

百
畳
の
隅
冴
返
る
地
獄
絵
図

湯
沢
小
松

枯
杉
葉
種
火
に
梢
の
燃
え
上
る

雪寒
よ
り
臥
す
母
は
涙
で
礼
申
す

黄
蓮
の
は
や
星
型
の
資
を
か
か
げ

夫
許
せ
冬
至
南
瓜
も
煮
ず
に
臥
し

よ
が
ん
す
の
う
丙
甲
堂
の
雛
案
内

崩
来
て
一

瞬
止
る
谷
の
水

東
根

苫
小
牧

Ｉ
奥
山
テ
ル
子

榎

和
子

敏
郎

美
幸

か
た
か
ご
の
群
れ
咲
く
処
こ
の
あ
た
り

新
潟
佐
藤

梅
咲
く
や
妻
の
遺
影
を
庭
に
向
け

蕗
の
た
う
三
つ
を
摘
ん
で
こ
れ
で
よ
し

湯
上
り
の
椅
子
深
々
と
梅
の
花

老
幹
の
枝
若
く
し
て
梅
咲
け
り

雪
の
底
農
機
具
叩
く
鍛
冶
の
音

新
潟
佐
藤

村
史
五
巻
読
み
つ
ぐ
日
々
や
冬
深
む

文
庫
本
束
ね
て
棄
つ
る
二
月
尽

書
き
写
す
龍
太
百
句
や
春
炬
燵

厚
く
切
る
故
郷
の
塩
引
故
郷
の
酒

六
斎
て
ふ
二
、
七
の
市
や
雪
解
水

新
潟
高
橋

荒
東
風
や
杉
の
木
怒
号
し
て
止
ま
ず

啓
蟄
や
持
ち
上
げ
て
見
る
草
の
下

如
月
や
溶
け
て
し
ま
ひ
し
夜
明
雲

浅
春
の
父
の
癖
字
の
忘
備
録

棄
て
田
み
な
原
野
に
か
へ
り
雪
の
果

残
る
雪
千
の
鳥
居
の
千
の
闇

雄ひ 三

ろ 男二
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渡
月
橋
潜
る
水
音
春
め
け
り

夫
婦
と
も
好
き
な
苦
味
や
水
潅
菜
芳
笈
大
村
か
し
子

海
境
を
色
濃
く
し
た
り
春
の
佐
渡
強
東
風
や
蛇
口
の
水
の
横
っ
飛
び

新
潟
川
村
み
よ
き

梅
の
寺
軒
に
置
か
る
る
車
椅
子

建
替
へ
の
足
場
た
た
む
や
花
ミ
モ
ザ
白
梅
や
方
一
間
の
地
蔵
堂

兜
太
さ
ん
逝
か
れ
父
の
忌
多
喜
二
の
忌
御
供
へ
の
だ
ん
ご
を
蒸
す
間
春
の
雪

春
溌
し
ば
し
笹
の
葉
さ
ん
ざ
め
き
リ
ハ
ビ
リ
や
自
転
車
龍
に
花
菜
摘
む

音
た
て
て
道
を
流
る
る
雪
解
水
芳
費
見
目
ト
キ
子

旧
道
の
手
掘
り
燧
道
幣
辛
夷
畷
や
ひ
と
鍬
に
畑
土
落
す

南
魚
沼
森
山
暁
湖
春
嵐
土
巻
き
上
が
る
整
地
跡

浦
佐
の
堂
押
二
句

押
し
押
し
て
声
を
項
ら
せ
り
堂
押
祭
安
ら
か
な
合
格
の
子
の
痕
息
か
な

夕
晴
の
堂
押
祭
と
な
り
に
け
り
語
部
や
少
し
派
手
目
の
春
袷

腕
ほ
ど
の
氷
柱
鬼
門
の
軒
に
か
な
親
子
し
て
せ
せ
ら
ぎ
へ
足
ね
こ
柳

深
雪
晴
八
海
山
は
神
の
山
佐
野
亀
田
や
す
子

塩
沢
や
牧
之
通
り
は
雁
木
町
春
の
鴫
室
の
八
嶋
の
寂
け
さ
よ

ね
え
さ
ん
の
や
う
な
教
師
や
新
学
期

一
合
を
炊
き
て
妻
待
つ
お
ぼ
ろ
月

週
二
日
船
で
女
医
来
る
島
う
ら
ら

た
て
が
み
も
尾
も
つ
や
や
か
に
牧
う
ら
ら

宇
都
宮

阿
久
津
勝
利

面
暗
き
親
鴬
像
に
雀
の
子

廃
校
の
跡
の
石
碑
や
花
な
づ
な

蛇
穴
を
出
で
薄
雲
の
ひ
ろ
が
れ
り

ビ
ー
ズ
の
や
う
な
小
松
菜
の
種
蒔
き
に
け
り

佐
野
増
田

残
雪
に
夕
日
か
が
よ
ふ
雲
巌
寺

幸
子
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八
溝
晴
熊
笹
美
し
き
雪
解
か
な

手
乗
り
雀
の
軽
き
を
遊
ぶ
雛
の
日

街
な
か
ま
で
蔵
焼
き
の
灰
降
り
き
し
や

蘆
焼
き
の
黒
き
灰
浮
く
夕
の
川

佐
野
駒
形
祐
右
子

木
目
浮
く
花
袋
旧
居
の
縁
ぬ
く
し

梅
寒
し
城
沼
に
向
く
藩
主
の
居

せ
せ
ら
ぎ
の
落
ち
合
ふ
と
こ
ろ
蕗
の
蔑

尊
徳
の
赴
任
の
里
や
麦
青
む

野
焼
あ
と
灰
巻
き
あ
ぐ
る
つ
む
じ
風

佐
野
加
藤
季
代

山
門
を
入
れ
ば
風
止
む
牡
丹
の
芽

青
空
を
押
し
上
げ
て
ゐ
る
花
辛
夷

一
つ
ま
た
密
か
な
音
や
落
椿

春
ほ
こ
り
一
刀
彫
の
鑿
の
跡

春
の
月
尾
根
は
な
れ
む
と
し
て
揺
ら
ぐ

佐
野
鍋
島
広
子

金
綴
梅
や
通
り
抜
け
た
る
社
道

白
鳥
の
声
の
く
ぐ
も
る
撒
き
餌
か
な

白
鳥
の
一
斉
に
翔
つ
羽
音
か
な

遊
水
池
の
底
を
晒
せ
り
春
の
風

チ
ュ
ウ
ヒ

鼠
ね
ら
ふ
沢
鴛
の
一
羽
春
一
番

佐
野
阿
部
澄

梅
東
風
や
沼
見
は
る
か
す
尾
曳
橋

歯
科
院
の
小
さ
き
コ
ッ
プ
や
桃
の
花

講
の
朝
春
の
ス
ト
ー
ブ
あ
か
あ
か
と

馬
鈴
薯
を
植
う
る
や
夕
雨
と
な
る

葦
焼
の
煙
へ
鴉
鳴
き
ゆ
け
り

佐
野
芝
宮
留
美
子

灰
色
に
沈
む
沼
面
や
椿
東
風

啼
き
な
が
ら
群
れ
翔
っ
川
鵜
春
の
沼

緋
色
の
芽
ほ
ぐ
る
る
牡
丹
花
袋
の
碑

山
茱
萸
の
け
ぷ
り
て
風
を
染
め
に
け
り

パ
ス
テ
ル
色
を
日
向
に
置
き
ぬ
ク
ロ
ッ
カ
ス

足
利
大
木
茂

女
教
師
の
つ
ひ
に
涙
目
卒
業
式

耳
遠
き
爺
が
札
売
る
彼
岸
寺

○
杉
の
花
十
戸
の
谷
戸
を
烟
ら
せ
り

女
衆
は
風
上
に
逃
げ
堤
焼
く

山
茱
萸
や
跡
取
り
絶
ゆ
る
長
屋
門
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犬
ふ
ぐ
り
寺
領
に
石
の
三
角
点

さ
い
た
ま
手
島
南
天

碓
氷
川
洞
れ
て
人
魚
の
如
の
岩

長
塚
節
の
家

長
屋
門
く
ぐ
る
や
茅
屋
梅
真
白

「
海
程
」
発
刊
に
誘
は
る
る

秩
父
嶺
に
狼
の
こ
ゑ
兜
太
逝
く

高
み
つ
つ
鳶
の
輪
舞
す
龍
太
の
忌

石
蕗
の
紫
飛
ぶ
や
フ
ク
シ
マ
八
回
忌

さ
い
た
ま
山
本
右
近

さ
さ
く
れ
の
波
真
っ
向
に
蘆
の
角

白
波
へ
あ
た
ま
揃
へ
て
干
す
目
刺

戸
袋
の
中
鳴
っ
て
を
り
春
一
番

水
底
の
魚
影
に
斑
春
の
川

○
比
叡
よ
り
比
良
へ
春
雷
ふ
み
わ
た
る

さ
ざ
波
は
春
の
う
た
ご
ゑ
竹
生
島

志
木
中
村
千
久

○
我
が
影
に
入
り
て
ま
た
出
で
初
蝶
来

ぼ
ん
や
り
と
行
く
あ
て
も
な
し
春
の
雲

染
ま
る
も
の
桃
色
に
染
め
春
夕
焼

白
妙
の
春
満
月
の
の
ぼ
り
ゆ
く

病
む
妻
の
鎖
骨
の
窪
の
雛
あ
ら
れ

け
ぶ
り
立
つ
川
ひ
と
筋
や
雪
の
果

所
沢
三
好
か
ほ
る

○
風
神
の
大
き
な
袋
春
障
子

南
禅
寺
垣
う
し
ろ
に
紅
き
椿
か
な

み
仏
に
並
べ
て
雛
段
飾
り
か
な

朝
粥
の
碗
に
刻
み
し
花
菜
漬

こ
も
巻
の
稲
藁
み
だ
れ
春
嵐

春
シ
ョ
ー
ル
巻
い
て
二
の
丸
め
ぐ
り
け
り

所
沢
水
野
加
代

万
華
鏡
ま
は
し
て
春
を
待
つ
こ
と
も

紅
梅
や
迷
へ
ぱ
右
に
曲
が
る
癖

鵜
一
羽
春
の
水
面
を
掻
き
ま
は
す

碑
に
和
魂
漢
才
梅
真
白

神
鶏
の
尾
羽
引
き
摺
る
梅
の
花

○
懐
か
し
き
田
の
字
の
間
取
り
雛
祭

所
沢
森
岡
恵
子

啓
蟄
の
畑
や
は
ら
か
に
掘
り
起
こ
す

白
樺
の
木
立
の
黙
や
浅
き
春

近
づ
け
ば
芽
ば
り
柳
の
ゆ
れ
初
む
る

ぐ
る
ぐ
る
と
走
り
根
に
瘤
草
萌
ゆ
る
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春
耕
の
声
の
散
ら
ば
る
山
の
晴

入
間
山
口
素
基

春
光
や
佛
に
千
の
手
と
眼

し
ば
ら
く
は
金
子
兜
太
の
春
眠
す

瀬
戸
口
淵
文
氏
逝
去
（
体
搬
の
お
に
い
さ
ん
）

歌
ひ
つ
つ
ゆ
っ
く
り
と
ゆ
け
揚
雲
雀

春
の
日
や
目
瞑
り
を
り
し
つ
け
ま
つ
げ

春
の
雨
夜
も
降
り
つ
ぐ
別
れ
か
な

千
葉
田
中
道
江

や
さ
ぐ
れ
て
高
く
潮
ふ
く
大
浅
鯏

春
風
や
喜
寿
の
ス
カ
ー
フ
桃
色
に

山
茱
萸
を
活
け
て
佳
き
日
と
な
り
に
け
る

明
日
葉
に
海
鳴
り
と
ど
く
朝
か
な

花
ミ
モ
ザ
け
む
れ
る
道
は
海
へ
尽
く

酒
々
井
竹
澤
竹
里

飛
石
を
渡
る
川
風
初
ざ
く
ら

千
鳥
石
跳
ん
で
渡
り
て
初
桜

春
光
や
波
ひ
と
つ
無
き
地
震
の
浜

沈
丁
花
の
香
り
満
た
せ
る
不
動
堂

心
ま
で
届
く
香
り
や
沈
丁
花

佐
倉
内
海
保
子

浬
藥
図
の
裾
に
涙
の
渉
み
た
る

草
餅
に
ど
れ
も
指
跡
蔵
の
町

灯
台
の
光
の
届
く
キ
ャ
ベ
ツ
畑

地
図
広
げ
梅
の
名
所
の
村
に
入
る

梅
咲
い
て
沓
脱
ぎ
石
の
込
み
合
へ
る

佐
倉
大
内
佐
奈
枝

苗
札
は
カ
タ
カ
ナ
ば
か
り
遊
園
地

若
沖
の
浬
藥
図
野
菜
づ
く
し
な
る

残
る
鴨
杭
を
回
り
て
ゐ
る
ぱ
か
り

山
茱
萸
を
活
け
て
墓
参
を
思
ひ
立
ち

古
塔
婆
焚
き
し
煙
の
彼
岸
前

佐
倉
三
屋
英
俊

極
楽
の
調
べ
や
は
ら
か
春
の
夢

春
光
を
引
い
て
お
は
じ
き
擦
れ
違
ふ

啓
蟄
や
古
衣
を
這
ふ
針
と
糸

ど
う
し
て
も
解
け
ぬ
知
恵
の
輪
鳥
雲
に

赤
兜
折
る
惜
春
の
大
石
忌

四
街
道
奥
太
雅

つ
ん
つ
ん
と
末
黒
に
茎
の
焼
け
残
り
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苗
植
ゑ
し
学
有
林
の
杉
の
花

剪
定
の
枝
に
い
ら
が
の
繭
堅
し

春
満
月
夕
戸
朝
戸
に
愛
で
に
け
り

○
緩
や
か
に
こ
ん
が
ら
が
る
や
鯏
斜
の
紐

花
は
こ
べ
素
焼
の
鉢
を
あ
ふ
れ
け
り

船
橋
大
坪

陶
工
の
淋
し
き
墓
や
李
咲
く

○
蓮
如
忌
の
梅
干
し
一
つ
尊
か
り

夫
を
待
つ
ゆ
っ
く
り
朝
の
蜆
汁

家
の
こ
と
雑
に
な
り
が
ち
春
一
番

沼
道
の
人
に
近
づ
く
帰
る
雁

桃
の
花
卓
の
生
死
の
本
を
見
る

船
橋
山
下

わ
が
庭
の
痩
せ
ん
ぼ
土
筆
励
ま
せ
り

雛
し
わ
の
母
の
指
先
干
鱈
裂
く

う
ぐ
ひ
す
や
御
堂
支
ふ
る
丸
太
ん
棒

春
泥
を
踏
み
て
小
鹿
の
近
寄
り
来

○
遠
く
よ
り
舟
洗
ふ
音
水
温
む

船
櫛
大
山

遠
退
い
て
よ
り
芽
柳
の
青
深
む

良
江

貞
子

春
江

蟻
出
て
先
づ
真
つ
新
な
切
株
に

地
芝
居
の
あ
り
し
境
内
鼓
草

ド
ラ
ム
缶
囲
む
漁
師
の
春
焚
火

青
す
ぎ
る
空
に
辛
夷
の
眩
し
さ
よ

船
橘
赤
堀
洋
子

淡
雪
に
惨
み
速
達
届
き
け
り

畦
焼
に
始
ま
る
支
度
学
校
田

干
し
竿
に
漁
師
の
合
羽
椿
垣

落
椿
流
れ
に
揺
れ
て
流
さ
れ
ず

薄
氷
へ
蒲
の
穂
紫
の
崩
れ
た
る

船
橋
久
保
村
淑
子

追
悼
の
大
鐘
を
撞
く
ミ
モ
ザ
冷
え

下
萌
の
脈
打
つ
大
地
ひ
ろ
ご
れ
る

風
に
揺
る
淡
き
溺
色
土
佐
水
木

子
白
鳥
と
り
残
さ
る
る
沼
広
し

枯
葉
敷
く
中
よ
り
蔦
の
芽
立
ち
か
な

船
橋
大
坪
あ
き
ら

う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く
も
鳴
か
ぬ
も
静
か
な
り

花
桃
の
燕
も
あ
ら
は
に
散
り
に
け
り

空
ふ
か
く
夕
日
ひ
と
す
ぢ
竹
の
秋
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